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補正予算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年３月１７日（水） 

午 前  ９時５７分  開 会 

午 前 １１時１７分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  田 嶋 孝 安   副委員長  舩 見 昌 功 

委  員  久保田 隆 二   委  員  遠 藤 泰 子 

委  員  佐々木 卓 也   委  員  澤 口 正 義 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  小比類巻 雅 彦 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．傍聴職員   議  員  小比類巻 孝 幸   議  員  下 山 光 義 

         議  員  奥 本 菜保巳   議  員  西 村 盛 男 

 

６．説 明 員   市  長 ほか 

 

７．事務局職員   事務局長  村 井 拓 司   次  長  中野渡 孝 英 

主  査  川 嶋 貴 彬   主  査  浪 岡 光 平 

 

８．案  件   議案第９号から議案第１５号までの計７件 

 

９．会議概要 

田嶋委員長：おはようございます。皆さんお集まりでありますので、定刻より少し早いで

すが、始めさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立します。 

 ただいまより、補正予算審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る３月１２日の本会議において、議案第９号から議案第１５号までの

計９件が付託されています。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 
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 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第９号専決処分の承認を求めることについて（令和２年度三沢市一般会計補正予算

（第９号））を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑財務部長：議案第９号・専決第２０号令和２年度三沢市一般会計補正予算（第９号）

の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、１２月の積雪が例年を上回り、今後の除雪業務に要する経

費の不足が予測されることから、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分を

したものであります。この結果、補正総額は歳入歳出ともに１億５,０００万円の増額補

正となり、既定額との累計では２８２億３,７３１万１,０００円となったところでありま

す。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき歳入から

御説明いたします。 

 １８款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として１億５,０００万円を増額

しております。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料として、１億５,０００万円

を増額しております。 

 以上が、令和２年度三沢市一般会計補正予算（第９号）の概要であります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第９号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号専決処分の承認を求めることについて（令和２年度三沢市一般会計

補正予算（第９号））は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１０号専決処分の承認を求めることについて（令和２年度三沢市一般会計

補正予算（第１０号））を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑財務部長：議案第１０号・専決第２号令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１０

号）の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、断続的な降雪により道路及び各公共施設等に係る今後の除
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排雪業務に要する経費の不足が予測されることから、地方自治法第１７９条第１項の規定

に基づき専決処分をしたものであります。この結果、補正総額は歳入歳出ともに１億９,

９８８万９,０００円の増額補正となり、既定額との累計では２８４億３,７２０万円と

なったところであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき歳入から

御説明いたします。 

 １８款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として１億９,９８８万９,０００

円を増額しております。 

 次に、３ページの歳出の主なものについて御説明いたします。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料など、総額では、１億８,４

８７万８,０００円を増額しております。 

 １０款の教育費につきましては、小学校及び中学校に係る除雪業務委託料など、総額で

は７９２万円を増額しております。 

 以上が、令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）の概要であります。 

 よろしくお願いいたします。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

遠藤委員：では、概要書の２ページになりますけれども、専決処分の商工費なんですが、

その中に、斗南藩記念観光村の管理費等の指定管理と思われるところの除雪が入っている

んですけども、この指定管理であっても除雪費は補正とかで足すという形になっているん

でしょうか。 

栗原財政課長：お応えいたします。 

 斗南藩観光村だけではなくて、ほかの施設もそうなんですけども、指定管理指定施設の

指定管理費の中に、一応除雪費というのを見込んではいます。見込んでいるんですけど

も、今年の降雪というか、雪が多くて、その経費をオーバーしてしまう場合は、協議に

よって市のほうであふれた分はカバーするという感じの協定でありますので、今回はその

関係で補正になった部分です。以上です。 

遠藤委員：今回はこういう形ですけども、ほかの指定管理のところに関しても、その除雪

費としてオーバーする分に関しては市のほうで負担するということでよろしいんでしょう

か。 

栗原財政課長：そのとおりです。 

田嶋委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１０号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１０号専決処分の承認を求めることについて（令和２年度三沢市一般会

計補正予算（第１０号））は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１１号専決処分の承認を求めることについて（令和２年度三沢市一般会計

補正予算（第１１号））を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑財務部長：議案第１１号・専決第３号令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１１

号）の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業及び除排雪業務に要

する経費の予算措置が緊要となりましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づ

き専決処分をしたものであります。この結果、補正総額は歳入歳出ともに３億８,７９３

万３,０００円の増額補正となり、既定額との累計では２８８億２,５１３万３,０００円

となったところであります。 

 予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき歳入から御説明いた

します。 

 １４款の国庫支出金につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る負担

金及び補助金として、総額では２億７,７９３万３,０００円を増額しております。 

 １８款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として１億１,０００万円を増額

しております。 

 ３ページの歳出について御説明いたします。 

 ４款の衛生費につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種に係る関連経費計上に

より２億７,７９３万３,０００円を増額しております。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料として１億１,０００万円を

増額しております。 

 以上が、令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）の概要であります。 

 よろしくお願いいたします。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

馬場委員：ワクチンのことでいいですか、聞いても。ちょっと聞きたいんだけど、お金、

まずこうやって出たでしょう、全然、いっぱい新聞とかそういうの出ているんだけど、

はっきり、今医療従事者、うちはいつ、我々後期高齢者、あれはいつとか、何人とか、そ

ういうのは完全にうちのほうはもう決まっているの。銭ばり先にこれやって、委託したら

どうなの、いつ接種するとかそういうのは、いいですか、これでも質問してもいいです

か。 

田嶋委員長：関連事項っていうことですよね。 

馬場委員：はい。だって、予算が出るんだもの、いつ頃って言ってもいいんじゃないの。

今、従事者が何人あって、何人接種しているか、それと次の高齢者の６５歳以上何人あっ

て、いつ予定は、いつ…。病気ある人は、あるとかなしとか、そういうのは全部もう決

まってもう、ばっと出して、あったら教えてほしいから、早くしたくて心配して、早く、

早くと思っていますので、何とかあったら早くする方法ないかと思って聞きます。教えて
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ください。 

工藤市民生活部長：ただいまのワクチン接種のスケジュールに関してお答えを申し上げま

す。 

 まず初めに、馬場委員をはじめ、ほかの皆様にも、市民の皆様にも具体的なスケジュー

ルがまだ示すことができないというところで、大変心苦しく思っております。その中で、

初めに、医療従事者のスケジュールに関しまして一つお答えをさせていただきます。 

 当市内の医療従事者は市立病院の職員をはじめ市内の医療機関の方々が接種を申し入

れ、希望されております。その中で、市立病院の医療従事者に関しましては、市立病院の

中で接種をするということで、既にワクチンが届いておりまして……。その件に関しまし

ては、市立病院のほうで詳しいお答えをさせたいと思いますので御了承お願いいたしま

す。 

遠藤三沢病院事務局医事課長：お答えいたします。 

 医療従事者、三沢市立病院における予防接種ですけども、本日から、ちょうど今日の午

後からやる予定でして、３月１７日、３月１８日、３月１９日にかかって、病院職員５百

数名いるんですけれども、本日１３０名、あした１３０名、あさって１３０名と３９０名

先に、１回目の接種を行います。届いているのは４５５回分届いておりますが、４月以

降、２回接種しなきゃいけませんので、４月以降に新たに人事異動で来る方も踏まえまし

て、残しておきます。とりあえず今回は１回目三日分１３０掛ける三日分の接種を先行接

種いたします。以上です。 

田嶋委員長：よろしいでしょうか。 

工藤市民生活部長：医療従事者に関しましては、ただいまのような答弁でございます。 

 続きまして、高齢者の部分でございます。 

 医療従事者の次の国から示されている接種対象者が高齢者６５歳以上でございまして、

当市では１月１日現在、１万３６０人程度の方が対象となっております。この方々につき

ましては、ワクチンが、まずはスケジュールを申し上げますと、青森県に４月５日に二箱

まいります。一箱はおおむね１,０００回分というふうに御理解をいただければと思いま

す。その次に４月１２日に、これも青森県ですけども、１０箱、４月１９日に１０箱、合

わせて、今は青森県に２２箱というのが示されております。最初の二箱につきましては、

先行的に進んでいると言われているところ、青森県が選定いたしまして青森市とむつ市の

ほうに配分ということが報道で出ております。 

 残りの１０箱、１０箱の２０箱につきましては、自治体の意向を調整してこれから配分

先を定めるということは、これも新聞報道で出てございます。正式にはまだ文書としては

来ておりませんけれども、これは報道の下、お話をさせていただいています。合わせて、

４月２６日には、全国の各自治体に一箱ずつ配分するこということが国から文書で来てお

りますので、恐らく三沢市にも一箱が、１,０００回分が来るだろうと。２６日の週に配

送ということですので、到着するのは三日後なのか四日後なのか、それはまだ不透明な状

態でございます。 

 このような状況の中で、我々は医師会と参加していただける医師会と調整を図っている

ところでして、さらには国からの情報によりますと、６月中には全高齢者の方に接種する
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ワクチンが手配できるということで、４月の末に三沢市に最低でも一箱が来ますので、５

月に入ってからが本格的な接種の体制が行えるのではないかということで医師会とこれか

ら協力して詰めていくという…、ところでございます。 

馬場委員：随分、これ１億１千万円だったってそれは払ったんでしょう。委託、随分早く

出して、物が遅く来るっていうのは、やはりもっと早くこう、何か部長ないのかな。仮に

これ、１億１千万円のほかにも、コールセンターとかそういうのも出しているでしょ。こ

れいやに遅いんじゃないの。物がなくても金、先に払っているんです。まずまず、だから

そういう…。早くもうやって、何とかここのないの、うちは頑張って、三沢市は頑張っ

て、コロナにもあまり青森とか八戸みたいにないんだから、一生懸命頑張っているんだか

ら、もっともっと早くして、優秀な先生方には早くワクチンを、入るような方法を是非お

願いしたいなというふうに思っています。その辺はできないの。このまま黙って待つしか

ないの。とりあえず何とか市長から電話すれば、偉い人が電話すれば、早く来いとか、そ

ういう方法はないですか。言ってください。なければいいです。 

工藤市民生活部長：初めに、予算の関係でお伝えさせていただきます。予算のほうは皆様

の御同意をいただきまして、成立したところでございますが、その予算の大半がお医者さ

んへの接種をするお医者さん、または医療機関への接種委託料でございます。それと、例

えば、それらに係る従事者への謝礼であったり、資機材の購入費でございますとか、現在

のところコールセンターを先日設置することができましたので、そちらのほうはコールセ

ンターの委託料ということで支出額となっておりますが、それ以外のものについてはまだ

現場が動いておりませんので、支出はしていないということです。当初この予算を組んだ

ときには、国のほうでは４月に入ったらすぐにでも接種を始めることができるように、９

月までには終わるという見込み予算を配分しますからと、予算を、というような話でござ

いましたので、我々もそれに倣ったんですけども、それがどんどんどんどんずれ込んで、

今の見込みでは本格的に始まるのは５月頃ということで、予算の執行も滞るというような

状況でございます。 

 それと、肝心のワクチンの確保につきましては、市長会をはじめ、あらゆるところから

早急に対応していただけるように要望をしているところでございます。 

馬場委員：普通は、金払ってからやるんだけどな。何でもな。わかりました、はい。 

田嶋委員長：よろしいでしょうか。 

馬場委員：頑張って早くやっていただきましょう。 

田嶋委員長：ほか、ございませんか。 

久保田委員：私も、そのコロナウイルスのワクチンに関しての質問をさせていただくんで

すけども、前、民生常任委員会の中で、私が質問したとき聞いた話の中で、医療従事者の

方が市立病院関係ではなく、どこか市内の医療従事者が３００名ほどいるというふうにお

聞きしたんですけども、聞いた話は、市立病院の中の話、そのほかの市内の医療従事者の

方へのコロナワクチンの接種に関してはどのようになっているのか教えていただきたいで

す。 

小笠原市民生活部参事兼健康推進課長：お答えいたします。 

 市内の市立病院以外の医療従事者につきましては、県のほうから、これから通知がきま
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して、市立病院で打つことになるのか、各医療機関で打つことになるのか、まだそれにつ

いては通知は来ていませんので、待っているところであります。（発言する者あり） 

 県のほうからはまだ何も通知が来ておりません。よろしくお願いします。 

久保田委員：ありがとうございました。じゃあ、未定ということでこれからの情報を待ち

たいと思います。 

 あと、私から２点ほど聞きたいんですけども、当時そのときに、シャトルバスを、その

今シャトルバス運行業務委託料ということで予算にありますけども、三沢市役所から国際

交流スポーツセンターへ、確定ではないんですけど１時間毎に運行することを何かやるか

もという話を、恐らくその当時されていたと思うんですけど、もしそういったところから

何か情報の進展があったら教えていただきたいなと思いました。 

小笠原市民生活部参事兼健康推進課長：お答えします。 

 今のところ、当初考えていたよりも接種、ワクチンがまだ来ないということで、恐らく

接種が始まる時期から６５歳以上が接種終わるまでの期間を予定してシャトルバスを運行

することと考えていますが、実際いつから接種するかが、まだ日にちが明確になっていま

せんので、その日にちが決まりましたら皆さんにホームページ等でお知らせして開始した

いと思っております。以上です。 

久保田委員：丁寧に説明いただきましてありがとうございます。 

 最後に私から一つで、そういったところを含めて、情報発信というのは、先週の春日議

員の一般質問の中で、予約システムとかを、これから電話とか、あとはホームページとか

でも受け付けられるようにするという、私の聞き間違いがなければそういった話をしてい

たと思うんですけれども、それもたしか３月中にはやれるようにといった、ここもすみま

せんちょっと間違っていたら正しい形でいいんですけども、そういった話を聞いたんです

が、その辺も今の進捗とか、是非とも教えていただければというふうに思っております。 

小笠原市民生活部参事兼健康推進課長：予約システムにつきましては、まだ接種日、接種

が開始できる日が来ておりませんので、まだそれについてのホームページ等でのお知らせ

ができていない状況ですので、予約についてはまだ受付等ができない状態です。それと、

ホームページ等の開設につきましては、４月以降なので、一応運用につきましては４月以

降に開始したいと考えております。以上です。 

田嶋委員長：ほか、ございませんか。 

工藤市民生活部長：１点訂正をさせていただきたいと思います。 

 先ほど、馬場委員への私のお答えの中で、予算の説明の中で同意をいただいた上でとい

うふうに、既に予算の同意をいただいたというふうに表現をしてしまいましたけども、本

日ここで御審議をいただいているということですので、ニュアンスのほうを訂正させてい

ただきます。大変失礼いたしました。 

舩見委員：私から、今新型コロナウイルス感染症についての質問でしたので、関連としま

してＰＣＲ検査の機械についてお伺いいたしたいんですが、たしか１２月の議会中に、三

沢病院さんのほうで、３台導入するという予定があるというお話をいただきました。その

後、今３月に入りましたけども、状況はどのようになっているのかお伺いいたします。 

遠藤三沢病院事務局医事課長：院内ＰＣＲの機械の状況についてお知らせいたします。 
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 １月２６日から稼働しております。１月２６日に１台入りまして、２月の中旬以降にあ

と２台入っていまして、現在３台で稼働しております。１月２６日の状況ですけれども、

１月が３人、２月が１４人、３月に入りまして昨日までで１８人、計３５名がＰＣＲ検査

を行っております。以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 今で計３５名検査しているということですが、これはお医者さんがＰＣＲ検査必要だよ

と言われた方だけですか。それとも一般の方がＰＣＲ検査を受けたい場合は、受け入れて

いるんですか。どちらですか。 

遠藤三沢病院事務局医事課長：二通りありまして、発熱外来で診察した後に、医師が必要

だというふうな判断をした場合にＰＣＲを行っている場合があります。それと、保健所か

らの依頼で、これまでは保健所から依頼があった場合は保健所さんが検体を取りに来てい

たんですけれども、少ない場合は市立病院のＰＣＲを行うということで、二通りの院内Ｐ

ＣＲ検査をやっております。 

 個人の希望で行うというふうなことは、今は実施しておりません。あくまでも医師の判

断で必要に応じてＰＣＲ検査を行うという方法を取っております。以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 市民とか、近隣の市町村の方々で希望される方は受け付けてないということですけれど

も、今ちょうど高校を卒業して県外等の大学に入学する方もおられます。入学で県外に出

る場合、寮に住まわれる方とかで、陰性証明書を持参してくださいという場合もあると思

うんですが、今後三沢病院においてそのような方々も含めて一般の方のＰＣＲの検査を受

け入れるかどうか、また金額等も含めて、もし考えていることがありましたら教えてくだ

さい。 

遠藤三沢病院事務局医事課長：お答えいたします。 

 今のところ、１台当たり１検体１時間掛かるんです。検査するのに。今３台ありまし

て、３０何名しか行っていないんですけれども、急に集まる場合もありますし、検体を取

るのは、この前４０人検体を取る人が来てみたり、その日によってばらつきがあります。

そういうふうな中で、希望者は現在やっておりませんが、今の３台で稼働するとちょっと

そこの検査体制のほうが間に合わないということもありますので、現在のところはその希

望に応じて、希望者の人数に合わせてというふうなところまで追いついていないというの

が実情であります。今後、そういうふうなニーズがあれば、検討してまいりたいと思いま

す。以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。検査体制がまだ追いついていないということですけど

も、今後大変重要なことになってくると思いますので、柔軟な考えを持って取り組んでい

ただきたいと思います。お願いいたします。以上です。 

田嶋委員長：ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１１号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１１号専決処分の承認を求めることについて（令和２年度三沢市一般会

計補正予算（第１１号））は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１２号令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１２号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

山﨑財務部長：議案第１２号・令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１２号）の概要に

ついて説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、国の補正予算に伴う市道谷地頭・金糞線整備事業などに要する経費

の予算措置のほか、事業の確定などによる減額、及び財源調整が主なものであります。 

 その結果、補正総額は歳入歳出ともに８,１８０万円の減額補正になり、補正額の累計

では２８７億４,３３３万３,０００円となったところであります。 

 予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、主なものを歳入か

ら御説明いたします。 

 １款の市税につきましては、個人市民税、固定資産税などの増収見込み、総額では９,

９１８万９,０００円を増額しております。 

 １４款の国庫支出金につきましては、駐留軍等再編対策事業基金費補助金の計上などに

より、総額では２億９,２８５万５,０００円を増額しております。 

 １５款の県支出金につきましては、施設等利用費負担金の減額などにより、総額では

４,５１２万２,０００円を減額しております。 

 １７款の寄附金につきましては、再生可能エネルギー等導入促進に対する寄付金として

１,３００万円を増額しております。 

 １８款の繰入金につきましては、減債基金の繰戻しなどにより、総額では５億４,３１

４万８,０００円を減額しております。 

 ２１款の市債につきましては、減収補てん債の計上などにより、総額では１億５００万

円を増額しております。 

 次に３ページの歳出の主なものについて御説明いたします。 

 ２款の総務費につきましては、駐留軍等災害対策事業基金費の増額など、総額では３億

９,１１３万２,０００円を増額しております。 

 ３款の民生費につきましては、児童福祉費の施設等利用費の減額など、総額では５,３

０３万３,０００円を減額しております。 

 ４款の衛生費につきましては、火葬場改修事業の減額など、総額では１億３,３５１万

５,０００円を減額しております。 

 ７款の商工費につきましては、新型コロナウイルス感染症経済対策費の減額など、総額

では１億５,４５６万２,０００円を減額しております。 
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 ８款の土木費につきましては、国の補正予算に伴い、市道谷地頭・金糞線整備事業を増

額としておりますが、市道１０１号線外１整備事業の減額などにより、総額では９３８万

３,０００円を減額しております。 

 １０款の教育費につきましては、第二中学校暖房設備改修事業の減額など、総額では

８,７５５万６,０００円を減額しております。 

 以上が、令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１２号）の概要であります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

舩見委員：補正予算書の８９ページ、ふるさと三沢大学生等応援給付金についてなんです

が、９月３０日で申請が終わっていると思います。それで、ここの数字４７０万減額と

なっておりますので、既定額から引けばおのずと給付された方の人数は出ると思います

が、改めてその給付の結果をお知らせください。 

種市教育総務課長：ふるさと三沢大学生等応援給付金、この取組をいたしました経過につ

いて御説明いたします。 

 申込みされた方という、給付をされた大学生等については、８０３名になった結果に

なっております。以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 質問等はございません。この８０３名の方、私のほうにお礼といいますか、助かった

と、保護者の方からたくさん声をいただいておりました。また、こういうふうな子供たち

の支援は小檜山市長のマニフェストでもございます。これからも何がございましたら、今

後ともスピード感をもって対処、給付とか補助いただければと思います。今回のこの事業

に関してのお礼でございます。ありがとうございました。以上です。 

田嶋委員長：ほか、ございませんか。 

佐々木委員：それでは３点ほど質問させていただきます。 

 まず、予算書の６ページ、第４表の債務負担行為補正であります。今回、３０件の指定

管理料について追加の補正ということで載っておりますけれども、この理由をお知らせい

ただきたいと思います。 

栗原財政課長：お答えいたします。今回指定管理料について追加しているんですけども、

内容としては、人件費の増と、あとは今年度のコロナの減収等に伴うものの追加となりま

す。人件費のほうは、令和２年度の法改正に伴って非常勤とかパートの職員が、会計年度

任用職員となって、手当とかも支給されることになったんですけども、それを反映して今

後の指定管理料についても増額することになっています。 

 それからあとコロナの減収のほうは、今年度の１２月補正で減収分の補てんを出したん

ですけども、４月５月の休業における使用料の減とか、あとは例年に掛かることのないよ

うな消毒液だったりマスクだったりとかというものの購入費用だったりとかを追加の費用

として、当初組んでいた債務負担以上に掛かってしまうということで追加の負担行為の設

定をしたものです。以上です。 

佐々木委員：人件費の増でコロナの減収に伴うものということで、今まで設定していた金

額のほかに、これが掛かるっていうことで別枠で追加したというふうなことでありまし
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た。それで、コロナの減収ですけれども、今回の補正、追加のその期間、債務負担行為の

期間については、３年度から６年度、３年度から５年度、４年度、いろいろありますけれ

ども、結局今年度だけじゃなくて、今後もそういうことを、コロナの減収だとかを見込ん

でそういうふうに設定されたということでよろしいんですか。 

栗原財政課長：お答えいたします。 

 今後の減収ということではなくて、コロナの減収分は今年度限りとしまして、人件費は

今年度、毎年３、４、５、６年度もありますけども、今後の期間内の人件費は見ていま

す。それで、結局当初で設定していた額よりもオーバーしてしまうものが出てくるので、

債務負担を設定変更するのが設定した年にしか額変更できないので、それを超えて今年度

登録された額を変更するとなると追加でしかできないので、足りなくなる分を今回結果と

して設定したものです。 

佐々木委員：分かりました。コロナの減収は今年度どおりというふうなことで分かりまし

た。 

 それでは次にいきたいと思います。 

 予算書の７９ページ、民生安定道路整備事業であります。２番目の市道１０１号線外１

整備事業、これについてトータルで２,５００万減額となっていますけれども、そこが事

業調べだとか見れば、事業費が事業の今年度分が確定したということでなっていますけれ

ども、一応その減額理由をお聞かせいただきたいと思います。 

吉村建設部参事兼土木課長：１０１号線の整備事業、減額になった理由ということでお答

えいたします。 

 大きな要因としましては２点ございまして、一つ目は、今年度補償する物件の補償費の

算定業務を発注いたしまして調査した結果、その補償物件が当初見込んでいたものの構造

よりも簡易な構造のものであったということが判明いたしまして、補償費自体が安く済ん

だこと。 

 それから２点目といたしましては、当初補助事業と認められず市費のほうで補償を進め

ようと計画していたもの、予算計上したものなんですけども、補助主体であります東北防

衛局と協議の結果、補助対象に認められたために市費で計上していた補償費を使わないよ

うにした、そういったことで大きくはこの２点の要因で減額としたものであります。 

佐々木委員：分かりました。それこそ単費から補助対象になった部分もあるだとか、その

算定した補償物件ですね、結果的には事業が遅れただとか、そういう意味ではないように

理解しましたが、補助が増えるということでよろしいことかなと思います。それで、この

事業については結構市民の方も期待しておりまして、早くできてほしいなと、私の理解で

は令和６年度完成というふうなことで聞いておりますけれども、そういう補助がらみがあ

るんでしょうけれど、一応予定として今後の方向性というか、６年度完成に向けて見込み

について、見込みですね、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

吉村建設部参事兼土木課長：１０１号線整備事業の今後の見通しということですけども、

今回減額となったものに関しましては、来年度以降の補助事業のほうで計上いたしまし

て、最終的にその事業期間が遅れないように調整を図っていく所存でございます。そう

いったことで、来年度以降の補助要望で調整しまして、事業の進捗に影響がないようには
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していく予定であります。以上です。 

佐々木委員：分かりました。ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは最後になりますけれども、９５ページの教育振興費の中学校教育振興費の中

の、要・準要保護学用品費等援助費、これについては既定額１,３６６万円から５４９万

８,０００円、結構な減額となっていますけれども、まずはその減額の理由についてお聞

かせいただきたいと思います。 

村上学務課長：それでは減額の理由について御説明申し上げます。 

 令和２年度の予算の組み立ての際には、中学校の準要保護の認定者数を２１８人という

予測をいたしました。これは、それまでの経年の認定者数の割合を見ながら、また更に最

大増えたとしてという率を加えて２１８人という予算で組んだんですが、実際、令和２年

度１月１日の時点では１７６人が認定されておりました。これが２月３月少し加わったと

しても、大分これは減るということで、今回減額をしました。特に今回金額が大きかった

のは、修学旅行がその中でも一つの要因となっておりまして、中学校２年生の認定者に

は、修学旅行８万５,０００円の予算を上げておりましたが、今回修学旅行東京方面３泊

から東北の各県内に新幹線を利用しないでバスでの移動など、２泊というふうに縮小され

ましたので、そういった意味でも修学旅行等々の出費が抑えられて今回の減額となったも

のになります。以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。認定者の、予定していた認定者が減になったこと

と、あとは新型コロナの影響で修学旅行が近場になった、宿泊日数が減少したというふう

なことで修学旅行の援助費が減ったということであります。分かりました。子供たちには

悲しい思いをさせたと思うんですけれども、困っている子供たちには今後ともしっかりと

支援をしていかなければならないと思います。まして、コロナ禍でありますので、今後の

困っている子供たちへの支援について教育委員会のほうではどのように考えているのかお

聞かせ願いたいと思います。 

村上学務課長：今後のということで、コロナ禍において生活の困窮世帯も拡充されるので

はないかということは、教育委員会でも予測しておりました。今年度早い段階で、コロナ

禍においての影響が出始める段階から、教育長のほうからも御指示がありましたが、やは

り今年度、修学の援助の拡充に対して、今年度申請をする者に対してはみなし認定という

ことで、前年度の前の年の所得を査定する方法から、今年度の今の所得を推定して生活困

窮者を要保護として認定するという方法で今年度は実施しております。実際に１名それに

申込みをしてこちらのほうで認定したというケースがありました。 

 また、次年度からは、コロナ禍の影響もあるかと思われますので、更に拡充するために

需要額の算定方法や認定基準ケースを変えて、より広く多くの子供たちを救うために、基

準を変えていくというような状況でございます。以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 いろいろと、更に制度拡充だとか、検討されているというふうに思います。是非生活困

窮者、自立支援、子供たちへの支援ということで是非よろしくお願いいたします。 

田嶋委員長：ほか、ございませんか。 

堤委員：４ページの飲食業緊急支援助成金４,１００万円の減額、これについて詳しく教
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えてもらえますか。 

長根経済部参事兼産業観光課長兼新型コロナウイルス感染症対策支援室室長補佐：ただい

まの飲食業緊急支援事業助成金についてのお尋ねにお答えいたします。 

 この事業は、当初飲食が苦しいであろうということで早い、早急に行った事業でござい

ます。それで、４,１００万円の減額が出たところでございますが、飲食業を行っている

方々は、上十三保健所から営業許可というものを受けて営業を行っておりますので、当初

５６０件分掛ける１件当たり２０万ということで予算を取ったところでございました。調

べていたところ、飲食業と言いましても、露天の飲食業の方々も数に入ってございまし

て、ずっと精査をしたら大体３６９件ほどの対象者がございました。そこの３６９事業者

に対しまして申請書のほうを送付いたしまして、３３４事業者の方々の申込みがございま

した。これは１店舗当たりで支援した事業所、店舗数になりますけども、これが３１３店

舗で、複数店舗持っていたかた、これは２店舗まで上限が４０万ということでお支払いし

た方が２１店舗ございました。それで、全体で３５５店舗分の７,１００万円の助成とい

うことで、１億１,２００万円からその分を差し引きまして今回４,１００万円の減額補正

となったところでございます。以上でございます。 

堤委員：この事業と、先般、陳情がございましたよね。飲食業の人たちの。これは、同じ

事業で考えてよろしいですか。同じ事業を、この間は２０万もらったけども、第２次とい

うか、もう一度というか、補助してほしいということでおいでになったのでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長兼新型コロナウイルス感染症対策支援室室長補佐：先般、

３月３日に、たしかに委員のおっしゃったように、飲食店の方々２００名分の署名を持っ

て市長のところへお願いに来てございました。それで、今回の奥本さんの一般質問の中に

もございましたが、確かに今現在、飲食店が非常に厳しい状況にあるというのは認識して

ございます。ただ、これまで我々も支援してきたのが飲食業、そして第２次の経済支援、

第３次の経済支援、拡充分ということで、これまで２億１,２００万円ほどの支援事業を

行ってまいりました。この中で、今後コロナ禍の影響で税収も落ちて、少子化によって税

収も下がっていく、この中で高齢者も増えて社会保障料がどんどん上がっていく中で、財

政も非常に厳しい状況になっております。それで、第２次については、その辺の状況を踏

まえながら、国の方で補助金があったり、県のほうで補助金があった場合には、早急にで

きるところを調整しながら実施したいと考えてございます。以上です。 

堤委員：あのね、課長。先のことまで丁寧に教えてもらって有り難いんですけども、東京

とかそういうところは別にして、隣の町で基金約１億円弱取り崩してまで３月第２次の飲

食業の支援をする、いうことが発表されていましたよね。三沢の飲食業の人たち、今から

例えば認めてもらって、いざ支給になるというふうになったとして、認めてもらったとし

て、６月にも７月にも掛かると、同じ金額でもらうのであれば、ありがたみの重さという

のが違うし、そこまでもつのかなと。その前に３月、４月で倒れてしまうという声もある

中で、さて、三沢市はその国の補助金等を待ってから、これからそれに対応していくの

か、その苦しんでいる事業者の人たちにいち早く、十和田のようにでも、基金を取り崩し

てでも困っている市民を助けるということをするのか、是非、助けてもらいたいんで、理

屈と流れは分かりました。あとは市の決断だと思うんですよね。生半可じゃないと思いま
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す。どうでしょう、責任ある方の答弁をお願いします。 

小檜山市長：市長でございます。 

 今、第１波のときは、一律事業補助ということでやりました。２０万と、非常に喜ばれ

ました。しかしながら、そればかりではやはりだんだんやっていくにしたがって、厳しい

と、３月３日に来た人は、第２波の補助金をお願いしたいんだということで来たわけでご

ざいまして、前回のように一律幾らでなくて、もうかっている人がいるんだと、そしてま

た、昨年度に比べて何％以下の人を補助するとか、あるいは従業員の数だとか、そういっ

たものをきちっと査定してもらえないかということ、など。ただ、少し逃げの口上になり

ますけども、十和田と財政力が違います。やっぱり人口の関係下で。ですから、国で予算

付けたものに関しては積極的にやろうとして、今これから３月３日に来たばっかりですか

ら、今年度は無理と。新たな年度が明けたら、４月からの中で、財政当局と相談して、で

きるだけその意向に沿うようにやりたいと。基金もないことはないです。しかしながら、

この基金は必要な、どういう、まさかの坂というのは必ずありますから、どういうときに

お金を使わなきゃならないということが出てくるかもしれません。市民のために使う市長

がいい市長なのか、市民のためにためておくことがいい市長なのか、これも私も今思案の

しどころでございます。財政当局ときちっと相談して向かっていきたいと思いますので、

御理解のほど、よろしくお願いいたします。以上です。 

堤委員：是非、市民のためならば、少し財布の紐を緩めて、助けてあげるという判断をし

てほしいと思います。限度が今はあるが、あと２週間ぐらい、新たな年度が来てからとい

うような、しかも国の予算の配分みたいなのを待ちながらというようなことになると、い

つ頃になるかなと。５月、６月、そうなると１０月なんていったら、お祭りの後の大変な

ときなので、時期を、緊迫感をもって、是非とも新年度になったら早めて、その人たち

に、つまり市民の願いに答えてほしいと思います。この時期の問題、市長はどう考えてい

ます。 

小檜山市長：アラブに、急ぐ仕事に悪魔が潜むということわざがあります。この発熱外

来、全国でもいち早くプレハブを建てました。ところが、３週間早いおかげで補助対象に

なりませんでした。これは私、三村知事のところに行って机をたたいてきました。という

ふうにして、やっぱり首長の判断の時期によって、非常に１８０度財政的に違う方向に向

かうわけです。ただ、市民からは大変、市民のためにはよかったなと思っています。そし

てまた、市民は喜んでおられます。このコロナがしかるべく近い将来、相当なパンデミッ

クになるなというふうにマスコミ等を通じて感じていた市民からは、非常によかったと、

ただそのお金は補助金を何にも、やっぱり財産、のせられないということで、それでも基

金が減ったわけです。ですから、やはり、もちろんもらうほうは早くほしいです。もちろ

ん。ですから、私も、出す分あったら早く出します。しかしながら状況をきちっと見て、

補助金の額がどれくらい来て、その飲食店だけでいいのか、補助金がですね。前は飲食店

が一番県内の中では数が多いということで、じゃあどういう基準でやるっていうこと、営

業許可があるもの、税金をちゃんと払っているもの、あるいは営業実態があるもの、そう

いったものを、その三つを満たしただけでしたわけですけども、もうけだとか、減収とい

うのは関係なく、ですからそれに対しての反省もありますし、補正予算のあたりとなると
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６月頃をある程度めどに、やるとなればですよ。考えていますけども、どのぐらいの補助

金が来るかまでは、私もまだつかんでいませんので、それからとにかく来たら急いでやり

ます。努力します。以上です。 

堤委員：はっきり時期の明示はできないというふうな感じに受けとめ、私の感じとして

は。あまりそういうことわざに惑わされない。中には迷信のある、ただし今市長が言った

急ぐ仕事に悪魔が宿ると、下の方ちょっと聞けなかったけど、それは忘れないでおきま

す。急いでいるほうが、ことわざのように急いで、市長はどうか分からないけども、が結

果的によかったのではないか。本市のようにじっくりトータル的に考えて飲食業を考えて

いくというふうなことが市長としての仕事なのか、後々みんなが判断することだと思いま

すけれども、是非、やはり一つ一つが、最後は政治決断ですから、決断をして困っている

人を助ける市長になってほしいということをお願いして私の質問を終わります。 

田嶋委員長：そのほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１２号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１２号令和２年度三沢市一般会計補正予算（第１２号）は、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１３号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

工藤市民生活部長：議案第１３号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）の概要につきまして御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症の影響により減少した、保険給付費の見

直しと、財源調整が主なるものであります。その結果、補正総額は歳入歳出ともに７,０

００万円の減額補正で、既定額との累計では３８億７,１４１万７,０００円となったとこ

ろであります。 

 以下、予算書の２ページ、第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上げ

ます。 

 １款国民健康保険税は、これまでの実績と今後の推計により７５３万２,０００円を減

額し、８億２,３９３万８,０００円とするものであります。 

 次に、３款国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症対策として実施した、保険税の減

免に対する国からの補助金で、１４万５,０００円を増額し、１７３万円とするものであ

ります。 
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 次に、４款県支出金は、歳出の２款保険給付費の減少に伴う交付金の減により、７,０

００万円を減額し、２６億４,３６０万４,０００円とするものであります。 

 次に、６款繰入金は、７３８万７,０００円増額し、３億８,８０５万２,０００円とす

るものです。内訳として、保険基盤安定繰入金の確定により、他会計繰入金を１,２５５

万４,０００円増額し、財源調整のため基金繰入金を５１６万７,０００円減額するもので

あります。 

 続きまして、３ページの歳出について御説明申し上げます。 

 ２款保険給付費は、これまでの療養給付費と高額療養費の実績に、今後の推計額を加え

た結果、７,０００万円を減額し、２５億５,４９２万１,０００円とするものでありま

す。内訳として、療養諸費で６,１００万円、高額療養費で９００万円を減額するもので

あります。 

 以上が、議案第１３号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の概

要であります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：質疑を終結いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１３号令和２年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１４号令和２年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

篠田福祉部参事兼福祉部長心得兼生活福祉課長：議案第１４号令和２年度三沢市介護保険

特別会計補正予算（第２号）につきまして、その概要を御説明申し上げます。 

 三沢市介護保険特別会計補正予算書の２ページと３ページを御参照願います。 

 今回の補正予算は、保険給付費及び地域支援事業費の財源調整等が主な内容となってお

ります。これにより、歳入歳出それぞれ１,７９４万９,０００円を増額し、予算総額は現

計予算額との累計で３６億６,７３７万円とするものであります。 

 初めに歳入について御説明いたします。 

 １款保険料の２３４万６,０００円の増額は、保険料調定見込額の精査によるもので

す。 

 ３款国庫支出金の４２７万円の増額は、保険給付費等の増によるものです。 
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 ４款支払基金交付金の５０５万１,０００円の増額は、保険給付費等の増によるもので

す。 

 ５款県支出金の２４６万６,０００円の増額は、保険給付費等の増によるものです。 

 ７款繰入金の２１９万２,０００円は、財源調整に伴う一般会計繰入金の増によるもの

です。 

 ９款諸収入の１６２万４,０００円は、第三者行為納付金の収入に伴う増額でありま

す。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ２款の保険給付費は、介護サービス等諸費をはじめとした、各サービスに係る給付費を

推計、精査したもので、１,７３９万２,０００円を増額するものであります。 

 ４款の地域支援事業費は、介護予防・生活支援サービス給付費等を精査したもので５５

万７,０００円を増額するものであります。 

 以上が、令和２年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）の概要であります。 

 よろしくお願いいたします。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１４号令和２年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１５号令和２年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を願います。 

市川三沢病院事務局長：議案第１５号令和２年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第

２号）の概要について御説明申し上げます。 

 お手元の予算書の１ページを御参照いただきたいと思います。 

 初めに、第２条の業務の予定量について御説明申し上げます。 

 収益的事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、病床の一部閉鎖

等による入院患者の減少により年間入院患者数を６万２,０５０人から５万４,７５０人。

１日平均では、１７０人から１５０人に改めております。 

 次に、第３条の収益的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 医業収益では、入院患者の減少に伴う入院収益を４億４,１０４万５,０００円減額して

おりますが、医業外収益では、新型コロナウイルス感染対策に係る国、県からの補助金、
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５億５,５４８万１,０００円の増額により、病院事業収益全体では１億１,４４３万６,０

００円増額するものであります。 

 以上が、令和２年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第２号）の概要でございま

す。 

 よろしくお願い申し上げます。 

田嶋委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１５号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

田嶋委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１５号令和２年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、補正予算審査特別委員会を閉会いたします。 

午前 １１時１７分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   田 嶋 孝 安   

 


